
王
陽
明
　
の
　
生
涯

-
　
朱
子
か
ら
の
自
立

は
じ
め
に

王
陽
明
思
想
は
、
一
般
的
に
は
陸
象
山
思
想
と
の
類
似
性
に
お
い
て

捉
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
陽
明
に
朱
子
・
朱
子
学
を
意
識
し
た
言
説
が

多
い
こ
と
か
ら
し
て
も
、
象
山
よ
り
む
し
ろ
朱
子
の
方
が
陽
明
に
と
っ

て
大
き
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
思
想
形
成

過
程
で
、
批
判
克
服
の
対
象
と
し
て
王
陽
明
の
前
に
厳
然
と
存
在
し
続

け
て
い
た
の
が
、
朱
子
そ
の
人
と
朱
子
学
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
。
王
陽
明
の
思
索
の
営
み
に
、
常
に
活
力
を
与
え
命
の
息
吹
を
送

り
続
け
て
い
た
の
は
、
外
な
ら
ぬ
朱
子
・
朱
子
学
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

致
良
知
を
説
く
に
至
っ
た
陽
明
は
、
そ
れ
が
自
ら
の
　
「
百
死
千
難
」

王
陽
明
の
生
涯
　
-
　
朱
子
か
ら
の
自
立
　
-
　
(
橋
本
)

橋
　
本
　
敬
　
司

の
体
験
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
と
言
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
自
ら
の
存
在

を
懸
け
た
命
懸
け
の
体
験
が
、
陽
明
の
哲
学
的
思
索
を
深
め
さ
せ
、
思

想
形
成
に
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
王
陽
明
の
思
想
を
研
究
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
　
「
百
死
千

社
」
　
の
体
験
と
朱
子
・
朱
子
学
が
、
陽
明
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味

を
も
っ
て
い
た
か
、
ま
ず
理
解
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ

で
は
、
存
在
の
根
源
に
触
れ
生
命
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
た
　
「
百
死
千

社
」
　
の
体
験
と
、
そ
れ
に
深
く
か
か
わ
っ
て
い
た
朱
子
・
朱
子
学
が
、

陽
明
に
ど
う
影
響
し
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
存
在
意
味
を
も
っ
て
い
た
か

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
「
致
良
知
」
説
を
展
開
し
独
自
の
世

①

界
観
を
形
成
す
る
ま
で
の
陽
明
の
心
の
軌
跡
を
、
解
明
し
て
み
た
い
。

八
五
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王
陽
明
の
生
涯
　
-
　
朱
子
か
ら
の
自
立
　
-
　
(
橋
本
)

二
)
　
朱
子
学
と
の
出
会
い

『
年
譜
』
王
陽
明
十
一
歳
の
条
に
、
陽
明
と
塾
師
と
の
問
答
、
そ
れ

に
対
す
る
父
龍
山
公
の
語
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

嘗
問
塾
師
日
何
為
第
一
等
事
。
塾
師
日
惟
謹
書
登
第
耳
。
先
生
疑

日
登
第
恐
末
為
第
一
等
事
、
戎
請
書
學
聖
賢
耳
。
龍
山
公
開
之
、

笑
日
汝
欲
倣
聖
賢
耶
。

何
が
第
一
か
と
問
う
陽
明
に
、
塾
師
は
た
だ
読
書
勉
強
し
て
科
挙
に
合

格
す
る
こ
と
だ
と
答
え
る
。
陽
明
は
そ
れ
を
疑
い
、
科
挙
に
合
格
す
る

こ
と
が
第
一
で
は
な
く
、
読
書
し
て
聖
人
賢
者
を
学
ぶ
こ
と
こ
そ
第
一

だ
、
と
言
う
。
こ
の
事
を
聞
い
た
龍
山
公
は
陽
明
に
、
お
前
は
聖
人
賢

者
に
な
ろ
う
な
ど
と
考
え
て
い
る
の
か
、
と
笑
い
な
が
ら
言
っ
た
。

龍
山
公
の
言
葉
に
表
さ
れ
た
、
聖
人
賢
者
に
　
「
な
る
　
(
倣
)
」
と
い

う
考
え
方
は
、
要
一
齋
と
の
出
会
い
に
よ
り
陽
明
の
中
で
確
実
に
な
る
。

「
謁
要
一
齋
諒
。
語
末
儒
格
物
之
學
、
謂
聖
人
必
可
學
而
至
。
遂
深
契

八
六

之
」
(
『
年
譜
』
十
八
歳
条
)
　
婁
一
齋
に
会
っ
た
王
陽
明
は
、
宋
儒
の
　
「
格

物
」
を
、
聖
人
に
な
る
方
法
と
し
て
実
践
す
べ
く
、
心
に
深
く
決
意
し

た
。宋

儒
の
　
「
桔
物
」
と
は
、
勿
論
朱
子
の
格
物
論
だ
が
、
こ
こ
で
、
朱

子
の
聖
人
観
及
び
格
物
論
を
見
て
お
き
た
い
。
「
學
老
是
學
聖
人
而
未

至
者
。
聖
人
是
馬
學
而
極
至
者
」
　
(
　
r
朱
子
語
顆
」
巻
二
一
)
。
学
者
と

は
、
聖
人
を
学
び
な
が
ら
ま
だ
聖
人
の
域
に
達
し
な
い
者
で
あ
り
、
聖

人
と
は
、
学
ん
で
そ
れ
が
究
極
に
ま
で
達
し
た
者
で
あ
る
、
と
朱
子
は

言
っ
て
い
た
。
聖
人
と
は
、
学
問
を
重
ね
て
到
達
し
た
究
極
の
人
間
存

在
で
あ
っ
た
。
こ
の
言
葉
は
、
朱
子
学
の
枠
組
の
中
で
捉
え
ら
れ
た
、

聖
人
像
と
学
者
の
姿
と
そ
の
両
者
の
関
係
を
端
的
に
語
っ
て
い
る
。

朱
子
に
よ
れ
ば
、
聖
人
に
な
る
学
問
的
方
法
論
が
即
ち
「
格
物
」
　
で

あ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
格
物
補
伝
」
を
読
ん
で
み
よ
う
。

是
以
大
學
始
教
、
必
使
學
老
即
凡
天
下
之
物
、
莫
不
因
其
巳
知
之

理
而
益
窮
之
、
以
求
至
乎
其
極
。
至
於
用
力
之
久
、
而
一
旦
裕
然

貫
通
焉
、
則
衆
物
之
表
裏
精
粗
無
不
到
、
而
吾
心
之
全
能
犬
用
無
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不
明
臭
。
此
謂
物
格
、
此
謂
知
之
至
也
。
(
　
r
大
学
章
句
」
)

「
大
学
」
　
の
最
初
の
教
え
は
、
学
者
に
既
に
自
明
の
理
を
敷
延
し
て
天

下
の
万
物
の
理
を
極
め
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
努
力
を
怠
ら
ず
続

け
て
ゆ
け
ば
、
学
者
は
あ
る
日
あ
る
瞬
間
を
境
に
し
て
、
裕
然
と
余
す

事
な
く
す
べ
て
の
物
の
理
に
通
じ
、
ま
た
同
時
に
自
分
自
身
の
心
の
全

体
も
す
べ
て
明
ら
か
に
な
る
。
こ
れ
が
　
「
物
格
・
知
至
」
　
で
あ
る
。

朱
子
に
お
い
て
、
知
の
工
夫
で
あ
る
　
「
格
物
」
は
、
心
の
工
夫
で
あ

る
　
「
居
敬
」
と
共
に
、
聖
人
に
な
る
方
法
論
の
一
翼
を
担
う
重
要
な
概

念
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
方
法
に
過
ぎ
ず
、
聖
人

に
な
る
に
は
、
あ
る
瞬
間
に
お
け
る
裕
然
貫
通
が
不
可
欠
で
あ
り
、
こ

れ
を
体
験
し
な
け
れ
ば
、
決
し
て
聖
人
に
な
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

「
格
物
」
を
方
法
に
し
て
「
聖
人
に
な
る
」
と
考
え
る
朱
子
学
に
お

い
て
、
聖
人
は
、
常
に
価
値
的
に
学
者
を
超
え
た
高
い
と
こ
ろ
に
存
在

し
、
一
方
学
者
は
、
聖
人
に
な
る
唯
一
の
方
法
で
あ
る
　
「
格
物
」
を
通

し
て
聖
人
の
学
を
学
び
な
が
ら
も
、
常
に
自
ら
を
「
未
至
者
」
と
し
て

感
じ
続
け
る
存
在
で
し
か
な
い
。
つ
ま
り
、
聖
人
は
、
裕
然
貫
通
の
体

王
陽
明
の
生
涯
　
-
　
朱
子
か
ら
の
自
立
　
-
　
(
橋
本
)

験
に
よ
り
、
学
者
の
自
己
を
超
え
た
存
在
と
し
て
、
自
己
の
外
に
対
象

化
さ
れ
聖
化
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
結
局
誰

一
人
と
し
て
、
聖
人
に
な
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
、
絶
望
の
構
造
が
あ

る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
図
式
の
中
で
は
、
「
格
物
」
を
方
法
と

し
て
、
陽
明
が
聖
人
に
な
ろ
う
と
実
践
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
か
え
っ
て

聖
人
は
遠
い
存
在
と
し
て
意
識
さ
れ
、
一
方
陽
明
は
聖
人
に
な
る
こ
と

の
困
難
さ
に
た
だ
た
だ
庄
倒
さ
れ
る
ば
か
り
で
、
自
己
の
無
能
さ
を
痛

感
し
、
絶
望
の
淵
に
身
を
置
く
外
な
い
の
で
あ
る
。

(
二
)
　
挫
折
体
験
-
朱
子
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
形
成
-

朱
子
学
の
　
「
格
物
」
を
実
践
し
た
と
き
の
挫
折
体
験
が
、
『
年
譜
』
　
二

一
歳
の
条
に
記
さ
れ
て
い
る
。

欄
求
考
亭
遺
書
讃
之
。
一
日
、
思
先
儒
謂
衆
物
必
有
表
裏
精
粗
、

一
木
一
草
皆
滴
至
理
。
官
署
中
多
竹
、
即
取
竹
格
之
、
沈
思
其
理

不
得
、
遂
遇
疾
。
先
生
自
委
聖
賢
有
分
、
乃
随
世
就
辟
章
之
學
。

八
七
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王
陽
明
の
生
涯
　
-
　
朱
子
か
ら
の
自
立
　
-
　
(
橋
本
)

婁
一
齋
と
の
出
会
い
で
、
宋
学
に
目
を
聞
か
さ
れ
た
王
陽
明
は
、
二
十

一
歳
に
な
っ
て
朱
子
の
著
述
を
読
み
、
そ
の
　
「
格
物
」
　
の
方
法
に
倣
っ

て
、
官
署
に
生
え
て
い
た
竹
の
理
を
極
め
よ
う
と
沈
思
す
る
が
、
理
を

得
る
こ
と
も
で
き
ず
、
つ
い
に
発
病
し
て
し
ま
っ
た
。

挫
折
に
よ
り
一
旦
朱
子
学
を
離
れ
た
陽
明
は
、
世
の
風
潮
に
従
っ
て

科
挙
試
験
の
為
に
辞
章
の
学
を
学
び
は
す
る
が
、
道
に
達
す
る
た
め
の

学
問
で
は
な
い
と
悟
り
、
二
十
七
歳
で
、
再
び
朱
子
学
の
　
「
格
物
」
　
に

よ
り
聖
人
に
な
ろ
う
と
試
み
た
。
『
年
譜
』
　
二
十
七
歳
の
条
。

一
日
讃
晦
翁
上
末
光
宗
疏
有
日
、
居
敬
持
志
、
為
讃
書
之
本
。
循

序
致
精
、
鳥
請
書
之
法
。
乃
悔
前
日
探
討
捷
博
、
而
未
嘗
循
序
以

致
楯
、
宜
無
所
得
。
又
楯
其
序
、
思
得
漸
漬
治
挟
、
然
物
理
吾
心
、

・
終
若
判
而
馬
二
也
。
沈
鬱
既
久
、
膏
疾
復
作
、
益
委
聖
賢
有
分
。

あ
る
日
、
朱
子
の
、
末
の
光
宗
に
奉
る
疏
に
、
心
の
工
夫
で
あ
る
居
敬

.
持
志
が
学
問
の
根
本
で
あ
り
、
順
序
に
従
っ
て
徐
々
に
精
緻
に
な
る
の

が
学
問
の
方
法
で
す
、
と
あ
る
の
を
読
ん
で
、
以
前
竹
の
理
を
求
め
た

時
は
、
そ
の
手
順
を
欠
い
て
い
た
と
反
省
し
、
今
度
は
順
序
に
従
っ
て

T

、

1

＼

ノ
ノ

徐
々
に
理
を
求
め
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
、
結
局
物
の
理
と
自
己
の
心

の
一
致
は
得
ら
れ
ず
、
分
裂
し
て
二
つ
の
物
に
感
じ
ら
れ
る
だ
け
で
あ

っ
た
。
長
い
間
そ
の
こ
と
を
悩
ん
で
い
る
う
ち
に
、
病
が
ま
た
起
こ
り
、

益
々
聖
人
賢
者
に
な
る
に
は
天
分
が
必
要
で
あ
る
と
痛
感
す
る
に
至
る
。

再
度
の
挫
折
に
よ
っ
て
、
朱
子
学
は
も
は
や
学
ん
で
聖
人
に
な
る
た

め
の
単
な
る
方
法
で
は
な
く
、
反
っ
て
、
陽
明
自
身
の
存
在
す
ら
脅
か

す
も
の
と
し
て
、
陽
明
の
心
に
深
く
刻
み
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
挫
折
体
験
と
そ
れ
を
齋
し
た
朱
子
・
朱
子
学
が
、
後
の
腸
明
に

い
か
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
か
、
陽
明
の
告
白
を
見
て
み
よ
う
。

我
着
賓
曾
用
乗
、
初
年
輿
鎮
友
同
論
傲
聖
賢
、
要
格
天
下
之
物
、

如
今
安
得
這
等
大
的
力
量
。
因
指
亭
前
竹
子
、
令
去
桔
看
。
鎮
子

早
夜
去
窮
格
竹
子
的
道
理
、
喝
其
心
思
、
至
於
三
日
、
便
致
努
神

成
疾
。
普
初
説
他
這
是
精
力
不
足
、
某
国
自
去
窮
格
、
早
夜
不
得

壷
ハ
理
、
到
七
日
亦
以
努
思
致
疾
、
遂
和
典
嘆
聖
賢
是
傲
不
得
的
、

無
他
大
力
屋
去
格
物
了
。
(
　
r
倍
習
録
し
下
)

か
つ
て
朱
子
学
を
学
ん
で
い
た
頃
、
陽
明
は
友
人
銭
氏
と
の
議
論
の
末
、
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聖
賢
と
在
る
た
め
に
朱
子
の
格
物
論
を
実
践
し
た
。
ま
ず
銭
氏
が
庭
の

竹
の
理
に
極
め
至
ろ
う
と
し
た
が
、
三
日
目
で
疲
れ
果
て
病
気
に
な
っ

た
。
つ
ぎ
に
陽
明
も
試
み
た
が
、
つ
い
に
理
に
至
る
こ
と
が
で
き
ず
、

七
日
目
に
、
疲
労
困
債
の
末
病
気
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
結
局
、
二
人

と
も
聖
賢
に
な
る
大
力
量
を
備
え
て
い
な
い
と
嘆
く
外
な
か
っ
た
。

そ
の
体
験
か
ら
、
陽
明
は
、
主
体
が
自
ら
の
知
を
発
揮
し
っ
　
「
物
」

の
理
の
認
識
を
積
み
重
ね
て
ゆ
く
こ
と
で
聖
人
に
な
る
、
と
す
る
朱
子

学
的
世
界
で
は
、
心
と
理
は
そ
れ
ぞ
れ
主
体
と
物
と
に
別
れ
て
在
る
、

と
し
か
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
竹
は
、
陽
明
が
見
続
け
る
こ
と
を
空
し

く
さ
せ
た
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
も
主
体
と
は
無
関
係
に
、
自
己
に
固
有

の
理
を
備
え
、
そ
れ
自
体
で
存
在
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
見
る
行
為
を

空
し
く
さ
せ
る
こ
と
で
、
陽
明
自
身
の
存
在
を
不
確
か
な
も
の
と
し
て

動
揺
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。

心
と
理
と
が
二
つ
に
分
断
さ
れ
た
朱
子
学
的
世
界
に
お
い
て
、
主
体

と
客
体
は
、
そ
れ
ぞ
れ
無
関
係
に
独
自
で
存
在
す
る
の
み
で
、
主
客
の

密
接
な
関
係
の
中
で
そ
の
存
在
を
互
い
に
顕
示
す
る
こ
と
は
な
い
。
た

王
陽
明
の
生
涯
　
-
　
朱
子
か
ら
の
自
立
　
-
　
(
橋
本
)

と
え
関
係
が
在
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
既
に
礼
・
規
則
と
し
て
固
定

化
・
形
式
化
さ
れ
た
実
体
的
関
係
に
過
ぎ
ず
、
世
界
は
、
主
体
で
あ
る

自
己
と
は
無
関
係
に
既
に
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

朱
子
学
に
お
い
て
、
聖
人
賢
者
に
な
る
に
は
、
長
期
間
に
わ
た
る
格

物
窮
理
の
積
み
重
ね
と
、
裕
然
貫
通
と
い
う
決
定
的
認
識
転
換
の
体
験

が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
聖
人
賢
者
に
な
る
唯
一
の
方
法
だ
と
思
え
た
末

子
の
格
物
論
が
、
か
え
っ
て
、
陽
明
に
自
ら
の
能
力
の
限
界
を
痛
感
さ

せ
、
こ
の
う
え
な
い
無
力
感
と
絶
望
感
を
味
わ
わ
せ
た
。
同
時
に
、
聖

人
賢
者
に
な
る
た
め
の
方
法
論
と
し
て
自
己
の
外
面
に
在
っ
た
は
ず
の

朱
子
学
が
、
こ
の
体
験
に
よ
り
、
内
な
る
他
者
即
ち
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス

と
し
て
新
た
に
内
面
化
さ
れ
た
。
陽
明
は
生
涯
、
自
ら
の
能
力
を
超
え

た
学
問
体
系
で
あ
る
朱
子
学
を
、
是
非
と
も
批
判
克
服
し
て
ゆ
か
ね
ば

な
ら
な
い
も
の
と
し
て
、
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

先
の
陽
明
の
告
白
の
後
半
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

及
在
夷
中
三
年
、
頗
見
得
此
意
思
。
乃
知
天
下
之
物
、
本
無
可
格

者
、
其
格
物
之
功
只
在
身
心
上
倣
、
決
然
以
聖
人
鳥
人
人
可
到
、

八
九
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便
自
有
婚
普
了
。
(
同
上
)

陽
明
は
貴
州
の
龍
場
に
流
さ
れ
る
こ
と
三
年
に
し
て
、
「
格
物
」
と

は
、
対
象
で
あ
る
物
に
至
る
こ
と
で
は
な
く
、
た
だ
自
己
の
身
心
に
お

い
て
実
践
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
悟
っ
た
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、

人
は
証
で
も
聖
人
た
り
う
る
と
し
、
自
ら
そ
れ
に
当
た
る
こ
と
に
し
た

と
、
自
己
の
到
達
し
′
た
境
地
を
述
べ
て
い
る
。

致
良
知
説
を
提
唱
し
た
後
の
こ
の
告
白
か
ら
、
陽
明
に
と
っ
て
、
朱

子
の
「
格
物
」
　
に
挫
折
し
た
体
験
と
、
龍
場
に
流
さ
れ
た
体
験
が
、
非

常
に
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
陽
明
が

主
体
的
実
践
を
通
し
て
、
自
己
の
存
在
を
リ
ア
ル
な
も
の
と
し
て
実
感

し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
、
こ
の
磋
鉄
を
経
て
陽
明
が
到
達
し
た
、
良
知

の
働
き
の
ま
ま
に
自
己
の
存
在
を
リ
ア
ル
に
実
感
で
き
る
世
界
観
が
、

朱
子
学
の
世
界
観
を
批
判
克
服
し
て
、
新
た
に
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
明

確
に
表
し
て
い
る
。

こ
の
挫
折
体
験
は
、
自
ら
の
外
に
聖
人
に
な
る
方
法
を
求
め
て
い
た

自
己
が
死
に
、
内
面
化
し
た
朱
子
・
朱
子
学
と
対
決
す
る
外
な
い
新
た

九
十

な
自
己
が
誕
生
す
る
と
い
っ
た
、
陽
明
の
心
の
中
で
の
死
と
再
生
の
物

語
り
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
生
涯
、
死
と
再
生
を
繰
り
返
し
な
が
ら
其

の
自
己
を
兄
い
だ
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
陽
明
の
心
の
変
容
過
程
に
お
い

て
、
朱
子
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
形
成
し
た
こ
の
体
験
こ
そ
、
紛
れ
も
な

く
陽
明
が
独
自
の
世
界
観
を
形
成
し
て
ゆ
く
出
発
点
に
な
り
得
た
の
で

あ
る
。

(
三
)
　
龍
場
体
験
-
自
立
へ
向
け
て
の
覚
醒
-

.
朱
子
・
朱
子
学
を
乗
り
越
え
て
ゆ
く
に
は
、
か
つ
て
挫
折
を
来
し
た

朱
子
の
　
「
格
物
」
を
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
龍
場
で
の
生
活
体

験
が
、
「
格
物
致
知
」
　
の
本
旨
を
悟
る
機
会
を
陽
明
に
窟
す
。

龍
場
在
貴
州
西
北
萬
山
叢
萩
中
、
蛇
魅
魁
魅
灸
毒
痘
痕
奥
居
。
夷

人
亮
舌
難
語
、
可
通
語
者
、
皆
中
土
亡
命
。
哲
無
居
、
始
教
之
範

士
架
木
以
居
。
時
瑾
憾
末
巳
。
日
計
得
失
栄
辱
皆
能
超
脱
、
惟
生

死
一
念
、
尚
党
末
化
。
乃
為
石
頬
白
誓
日
、
吾
惟
侠
命
而
巳
、
日



夜
端
居
澄
歎
、
以
求
静
一
、
久
之
、
胸
中
混
混
。
而
従
者
皆
病
、

自
析
薪
取
水
、
作
磨
飼
之
。
又
恐
其
憤
抑
鬱
、
則
輿
歌
詩
、
又
不

悦
、
復
調
越
曲
、
雑
以
談
笑
、
始
能
忘
其
為
疾
病
夷
秋
息
難
也
。

因
念
聖
人
虞
此
、
更
有
何
遺
。
忽
中
夜
大
悟
格
物
致
知
之
旨
、
宿

沫
中
若
有
人
語
之
者
、
不
党
呼
躍
、
従
者
皆
驚
。
始
知
聖
人
之
遺
、

吾
性
自
足
、
向
之
求
理
於
事
物
老
誤
也
。
(
「
年
譜
」
三
十
七
歳
条
)

龍
場
と
は
、
貴
州
西
北
の
別
棟
が
生
い
茂
る
山
間
に
あ
り
、
組
魅
魅
魅

・
盛
毒
・
痔
痛
と
共
に
お
り
、
言
葉
が
通
じ
る
の
は
中
土
か
ら
逃
亡
し

て
来
た
人
だ
け
だ
っ
た
。
そ
こ
は
住
居
も
な
く
、
始
め
て
木
造
の
家
を

造
ら
せ
た
。
こ
の
よ
う
を
地
で
、
陽
明
は
、
世
俗
的
な
得
失
栄
辱
は
な

ん
と
か
超
越
で
き
た
が
、
た
だ
生
死
に
関
す
る
一
念
は
捨
て
切
れ
ず
に

い
た
。
そ
こ
で
、
石
塀
を
つ
く
り
、
た
だ
天
命
を
侠
つ
だ
け
だ
と
誓
い
、

日
夜
端
然
と
し
て
澄
黙
静
坐
し
、
静
一
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
し
ば
ら
く

し
て
胸
中
が
さ
っ
ぱ
り
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
陽
明
の
従
者
達
は
、
皆
病

気
に
な
り
、
陽
明
自
ら
が
薪
を
折
り
水
を
汲
み
粥
を
作
っ
て
食
べ
さ
せ

た
。
ま
た
、
彼
ら
の
気
が
滅
入
る
の
を
心
配
し
て
、
詩
を
歌
い
、
そ
れ
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で
も
喜
ば
な
い
と
、
越
の
俗
曲
を
歌
い
、
冗
談
を
交
え
る
な
ど
し
て
、

や
っ
と
彼
ら
は
病
気
と
異
民
族
の
地
に
居
る
と
い
う
難
難
を
忘
れ
る
こ

と
が
で
き
た
。
腸
明
は
、
聖
人
が
こ
の
よ
う
な
状
況
に
置
か
れ
た
な
ら
、

こ
う
す
る
以
外
に
一
体
ど
う
し
た
だ
ろ
う
か
、
と
考
え
る
。
あ
る
夜
中
、

夢
う
つ
つ
の
中
で
突
然
「
格
物
致
知
」
　
の
本
旨
を
悟
り
、
夢
の
中
で
誰

か
が
語
り
か
け
る
よ
う
に
思
い
、
不
意
に
叫
ん
で
跳
び
上
が
っ
た
の
で
、

従
者
も
皆
驚
い
て
目
を
覚
ま
し
た
。
陽
明
は
こ
の
時
に
到
っ
て
始
め
て
、

聖
人
の
道
は
、
自
分
の
性
に
元
々
備
わ
っ
て
お
り
、
か
つ
て
理
を
事
物

に
求
め
た
の
は
間
違
い
だ
っ
た
こ
と
が
解
っ
た
。

生
活
・
習
慣
・
言
葉
が
以
前
と
全
く
異
な
る
世
界
で
、
陽
明
は
、
自

己
を
頼
っ
て
生
き
る
以
外
な
い
こ
と
に
気
付
き
、
世
俗
的
欲
で
あ
る
得

失
栄
辱
を
拭
い
去
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
生
死
つ
ま
り
自
己
の

存
在
に
関
し
て
は
、
ま
だ
心
が
関
わ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
自
覚
的
に
、

死
の
象
徴
で
あ
る
石
の
塙
を
作
り
、
そ
こ
に
座
り
続
け
る
こ
と
で
、
朱

子
学
的
世
界
の
中
で
確
立
で
き
ず
挫
折
し
た
自
己
即
ち
朱
子
コ
ン
プ
レ

ッ
ク
ス
を
解
消
す
る
死
を
体
験
し
、
同
時
に
生
死
を
越
え
た
新
た
な
る

九
一

145



王
陽
明
の
生
涯
　
-
　
朱
子
か
ら
の
自
立
　
-
　
(
橋
本
)

生
を
手
に
入
れ
よ
う
と
し
た
。
そ
し
て
、
陽
明
か
ら
朱
子
学
の
錠
が
外

れ
た
。
陽
明
は
、
従
者
の
看
病
を
す
る
外
な
い
生
活
を
通
し
て
、
直
接
自

己
の
生
に
向
き
合
い
、
つ
い
に
自
己
の
存
在
を
兄
い
だ
し
た
の
で
あ
る
。

以
前
の
陽
明
は
、
「
格
物
」
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
聖
人
に

向
か
っ
て
い
た
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
生
き
る
し
か
な
い
龍
場
の
地

で
、
聖
人
な
ら
こ
の
よ
う
な
状
況
で
ど
う
し
た
だ
ろ
う
か
、
と
心
に
叫

ぶ
と
き
、
よ
う
や
く
陽
明
は
自
己
と
聖
人
と
の
間
に
何
の
フ
ィ
ル
タ
ー

も
介
在
さ
せ
ず
に
、
直
接
聖
人
に
向
き
合
い
、
聖
人
を
自
ら
が
生
き
る

場
の
中
で
捉
え
実
感
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
陽
明
は
、
か
つ
て
は
挫
折
を
齋
し
た
朱
子
学
の
、
物
の

理
を
自
己
の
外
に
措
定
し
そ
の
理
を
極
め
な
が
ら
聖
人
に
な
る
と
い
う

格
物
論
を
、
間
違
い
で
あ
る
と
此
判
克
服
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
聖
人

に
な
る
道
は
、
物
の
理
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
自
分
の
中
に
本
来
十
分

備
わ
っ
て
い
る
。
聖
人
は
自
己
を
越
え
自
己
の
外
に
あ
る
の
で
は
な
く
、

自
己
の
中
に
こ
そ
存
在
し
て
い
る
、
と
陽
明
は
悟
っ
た
の
で
あ
る
。

朱
子
的
世
界
か
ら
追
放
さ
れ
龍
場
に
流
さ
れ
た
こ
と
は
、
朱
子
・
朱

九
二

子
学
の
束
縛
か
ら
解
放
さ
れ
、
そ
れ
を
相
対
化
し
て
捉
え
る
視
線
を
獲

得
す
る
契
機
を
陽
明
に
与
え
た
。
も
し
陽
明
が
朱
子
・
朱
子
学
の
世
界

に
身
を
置
き
続
け
て
い
た
な
ら
、
陽
明
は
そ
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て

し
か
世
界
を
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、
聖
人
の
道
は
自
己
に
内
在
す
る
と

い
う
大
悟
体
験
は
、
決
し
て
得
ら
れ
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
心
理
的
・
思
想
的
な
死
と
再
生
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
象

徴
的
に
展
開
さ
れ
た
龍
場
体
験
は
、
陽
明
の
朱
子
学
に
対
す
る
批
判
と

克
服
の
第
一
歩
で
あ
る
と
同
時
に
、
独
自
の
世
界
観
創
造
へ
向
け
て
の

第
一
歩
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
実
は
腸
明
の
心
の
中
に
は
ま
だ
、
朱
子

に
対
す
る
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
が
色
濃
く
残
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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(
四
)
　
朱
子
晩
年
定
論
-
朱
子
に
依
存
す
る
こ
と
で
の
自
己
認
定
-

龍
場
に
お
い
て
、
朱
子
の
桔
物
説
を
克
臆
し
た
陽
明
は
、
そ
の
後

「
心
即
理
」
「
知
行
合
二
を
説
き
、
更
に
　
「
致
良
知
」
を
提
唱
す
る
こ

と
で
完
成
す
る
新
た
な
世
界
観
の
創
造
に
向
け
て
着
実
に
歩
を
進
め
る
。



一
方
、
政
治
的
に
も
、
流
罪
が
解
か
れ
、
各
地
の
乱
を
平
定
す
る
な
ど
、

生
涯
で
田
平
も
活
動
的
な
日
々
を
送
る
。
し
か
し
、
陽
明
は
、
日
毎
に
た

か
ま
る
朱
子
学
者
か
ら
の
批
判
に
対
処
し
、
こ
れ
を
解
消
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
。

留
都
時
、
偶
因
餃
舌
、
遂
至
多
口
、
攻
之
者
環
四
面
、
取
朱
子
晩

年
悔
悟
之
説
、
集
焉
定
論
、
聯
籍
以
解
紛
耳
。
門
人
輩
近
刻
之
等

都
、
初
間
甚
不
喜
。
然
士
夫
見
之
、
乃
往
往
遂
有
間
瑳
者
、
無
意

中
得
此
一
助
、
亦
頗
省
頬
舌
之
努
。
(
与
安
之
書
)

南
京
在
住
の
折
、
偶
た
ま
し
ゃ
べ
り
過
ぎ
、
そ
れ
を
非
難
攻
撃
す
る

者
に
取
り
囲
ま
れ
た
り
な
ど
し
た
の
で
、
朱
子
の
晩
年
悔
悟
の
説
を
編

集
し
、
.
こ
れ
を
朱
子
の
　
「
定
論
」
　
と
し
て
示
し
、
紛
糾
を
解
消
し
た
だ

け
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
最
近
門
人
達
が
、
そ
れ
を
等
都
で
出
版
し

た
と
い
う
の
を
聞
い
て
、
陽
明
は
と
て
も
不
愉
快
に
思
っ
た
。
し
か
し
、

士
大
夫
が
そ
れ
を
読
ん
で
、
目
を
開
く
と
い
っ
た
、
思
い
が
け
な
い
効

果
が
あ
っ
た
り
、
ま
た
特
に
説
明
の
労
を
と
ら
な
く
て
よ
く
な
っ
た
。

陽
明
が
言
う
よ
う
に
、
r
定
論
』
が
朱
子
学
者
の
批
判
を
か
わ
す
方
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便
に
過
ぎ
な
か
っ
た
な
ら
、
門
人
が
出
版
し
た
こ
と
は
、
陽
明
に
と
っ

て
は
好
都
合
で
あ
っ
た
は
ず
だ
。
と
こ
ろ
が
陽
明
は
不
愉
快
に
思
っ
た
。

こ
こ
に
、
陽
明
の
朱
子
に
対
す
る
微
妙
な
心
の
揺
れ
が
表
れ
て
い
る
。

陽
明
は
後
に
、
「
我
在
南
都
巳
前
、
尚
有
些
子
郷
原
的
意
志
在
」
　
(
侍

習
録
下
)
と
、
「
朱
子
晩
年
定
論
』
編
纂
当
時
の
心
境
を
告
白
し
て
い

る
。
陽
明
の
心
の
揺
れ
と
は
何
か
。
郷
恋
の
心
と
は
何
か
。
『
朱
子
晩

年
定
諭
し
　
の
序
文
(
陽
明
四
十
七
歳
)
を
読
み
な
が
ら
考
え
て
み
よ
う
。

普
請
官
龍
場
、
居
夷
庭
園
、
動
心
忍
性
之
飴
、
恍
若
有
悟
。
謹
話

六
経
四
子
、
洞
然
無
復
可
疑
。
猫
於
朱
子
之
説
、
有
相
紙
括
、
怪

疾
於
心
、
霧
疑
朱
子
之
賢
、
而
立
其
於
此
尚
有
未
察
。

以
前
龍
場
に
流
さ
れ
、
異
民
族
と
の
生
活
の
中
で
、
恍
と
し
て
悟
り
、

こ
れ
を
六
経
四
子
に
照
ら
し
て
み
る
と
、
何
の
疑
い
も
な
く
は
っ
き
り

し
て
い
た
。
し
か
し
、
朱
子
の
考
え
と
だ
け
は
抵
触
し
て
い
る
こ
と
を
、

い
つ
も
心
に
疾
し
く
思
っ
て
い
た
が
、
心
ひ
そ
か
に
朱
子
の
よ
う
な
賢

者
が
解
っ
て
な
か
っ
た
は
ず
は
な
い
と
、
疑
っ
て
い
た
。

龍
場
に
お
い
て
得
ら
れ
た
確
信
が
、
朱
子
の
説
と
だ
け
は
異
な
っ
て

九
三
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王
陽
明
の
生
涯
　
-
　
朱
子
か
ら
の
自
立
　
-
　
(
橋
本
)

い
る
こ
と
が
、
陽
明
の
意
識
の
中
で
朱
子
の
虐
仕
を
更
に
大
き
い
も
の

に
し
た
。
朱
子
説
と
の
不
一
致
に
陽
明
は
苦
し
ん
だ
の
で
あ
る
。

及
官
留
都
、
復
取
朱
子
之
書
而
検
求
之
、
然
後
知
其
晩
歳
固
巳
大

悟
啓
説
之
非
、
痛
悔
極
文
、
至
以
為
自
記
証
人
之
畢
不
可
勝
原
。

世
之
所
博
集
註
戎
問
之
類
、
乃
其
中
年
未
定
之
説
、
自
害
以
為
膏

本
之
誤
、
思
改
正
而
未
及
。
而
其
諸
語
顆
之
屈
、
又
其
門
人
挟
勝

心
以
附
己
見
。
固
於
諸
子
平
日
之
説
、
猶
有
大
相
繹
戻
者
、
而
世

之
學
者
、
局
於
見
聞
、
、
不
過
持
循
講
習
於
此
。

朱
子
の
書
を
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
朱
子
は
晩
年
に
旧
説
の
間
違
い
を

悟
り
後
悔
し
た
が
、
人
々
を
た
ぶ
ら
か
し
た
罪
は
煩
え
な
い
と
思
う
よ

う
に
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
解
っ
た
。
今
流
布
し
て
い
る
「
集
註
・
戎

問
」
等
は
、
中
年
未
定
の
説
で
、
朱
子
は
そ
れ
を
改
正
し
よ
う
と
思
っ
た

が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
他
語
類
な
ど
は
、
門
人
が
勝
手
に
自
分
の
意
見

を
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
多
く
の
人
が
い
つ
も
言
っ
て
い
る
説
は
、
や

は
り
大
い
に
間
違
っ
て
い
る
。
世
間
の
学
者
は
自
分
の
見
聞
に
偏
っ
て

し
ま
い
、
朱
子
の
未
定
の
論
を
墨
守
し
議
論
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

九
四

朱
子
の
説
と
の
不
一
致
を
、
朱
子
晩
年
悔
悟
に
よ
っ
て
一
挙
に
解
消

す
る
こ
と
は
、
朱
子
以
降
の
朱
子
学
者
に
対
す
る
痛
烈
な
批
判
の
刃
と

も
な
っ
た
の
だ
が
、
と
も
か
く
陽
明
は
、
朱
子
と
同
一
で
あ
っ
た
喜
び

を
次
の
様
に
記
し
た
。

予
既
日
章
説
之
不
謬
於
朱
子
、
又
喜
朱
子
之
先
得
我
心
之
同
然
。

且
慨
夫
世
之
學
者
、
徒
守
朱
子
中
年
未
定
之
説
、
而
不
復
知
求
其

晩
歳
既
悟
之
論
。
競
相
吸
収
、
以
乱
正
學
、
不
日
知
其
巳
人
於
異

端
。
軋
採
録
而
衷
集
之
、
私
以
示
夫
同
志
。
庶
幾
無
疑
於
吾
説
、

而
聖
學
之
明
可
糞
兵
。

私
の
説
が
朱
子
の
考
え
と
異
な
っ
て
い
な
い
の
を
幸
せ
に
思
う
、
ま

た
朱
子
が
ま
ず
我
が
心
と
同
じ
も
の
を
得
て
い
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
う
。

ま
た
同
時
代
の
朱
子
学
者
は
、
た
だ
空
し
く
朱
子
の
中
年
未
定
の
論
を

墨
守
す
る
だ
け
で
、
晩
年
に
悟
っ
て
か
ら
の
定
論
を
知
ら
ず
、
た
だ
喧

し
く
議
論
ば
か
り
し
て
聖
人
の
正
し
い
学
問
を
乱
し
、
異
端
に
染
ま
っ

て
い
る
こ
と
に
気
付
か
な
い
の
だ
。
朱
子
の
言
葉
を
採
録
収
集
し
て
、

ひ
そ
か
に
同
志
に
見
せ
て
い
た
。
私
の
説
を
疑
わ
な
い
で
欲
し
い
、
聖
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人
の
学
問
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
。

こ
の
序
文
に
は
、
自
説
と
朱
子
説
と
の
不
一
致
に
悩
み
苦
し
ん
だ
末

に
、
よ
う
や
く
晩
年
悔
悟
と
し
て
朱
子
を
捉
え
直
す
こ
と
で
、
自
説
と

朱
子
説
の
一
致
を
兄
い
だ
し
得
た
陽
明
の
、
朱
子
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を

解
消
し
よ
う
と
し
て
苦
し
む
、
心
の
軌
跡
が
鮮
明
に
記
さ
れ
て
い
る
。

克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
朱
子
に
依
存
し
て
立
つ
外
に
術
の
な
い

陽
明
に
と
っ
て
、
r
朱
子
晩
年
定
論
」
　
の
出
版
は
、
素
直
に
喜
べ
る
こ

と
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
朱
子
に
自
己
を
同
一
化
で
き
た
喜
び
を

序
文
に
記
し
た
よ
う
に
、
実
存
的
戦
い
を
避
け
て
、
安
易
に
朱
子
に
同

一
化
し
て
し
ま
っ
た
の
は
、
陽
明
の
心
の
底
に
は
、
朱
子
を
自
説
の

根
拠
に
据
え
、
朱
子
に
拠
っ
て
立
と
う
と
す
る
、
郷
恋
の
心
即
ち
朱

子
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
が
依
然
深
く
刻
ま
れ
た
ま
ま
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

陽
明
の
郷
原
の
心
を
象
徴
す
る
こ
の
　
『
朱
子
晩
年
定
論
」
を
、
朱
子

学
者
羅
整
蓄
は
、
年
次
考
証
を
根
拠
に
、
次
の
よ
う
に
批
判
し
た
。

第
不
知
所
謂
晩
年
老
断
以
何
年
為
定
。
鼠
謳
病
暑
未
暇
詳
考
、
偶

考
得
何
叔
京
氏
卒
於
淳
鷹
乙
未
時
、
朱
子
年
方
四
十
有
六
、
爾
後

王
陽
明
の
生
涯
　
-
　
朱
子
か
ら
の
自
立
　
-
　
(
橋
本
)

二
年
丁
酉
而
論
孟
集
註
戎
問
始
成
。
今
有
取
於
答
何
書
者
、
四
通

以
為
晩
年
定
論
。
至
於
集
註
戎
問
、
則
以
為
中
年
未
定
之
説
。
箱
恐

考
之
欠
詳
而
立
論
之
太
果
也
。
(
「
困
知
記
し
附
録
　
論
學
書
信
)

何
年
を
以
て
朱
子
の
晩
年
と
断
定
し
た
の
か
訳
が
解
ら
な
い
、
と
整
着

は
言
う
。
何
叔
京
は
朱
子
四
十
六
歳
で
亡
く
な
り
、
そ
の
二
年
後
に

「
集
註
・
戎
問
」
が
完
成
す
る
。
し
か
し
陽
明
は
何
叔
京
宛
書
簡
を
晩

年
の
定
論
と
し
て
採
録
し
、
「
集
註
・
或
問
」
を
中
年
未
定
の
説
と
し

た
。
陽
明
の
年
次
考
証
の
甘
さ
と
「
晩
年
」
を
説
く
非
を
突
き
付
け
た
。

こ
の
時
代
考
証
を
根
拠
に
し
た
批
判
が
、
朱
子
は
晩
年
に
以
前
の
非

を
悟
り
悔
悟
し
た
と
、
「
晩
年
」
　
の
概
念
を
持
ち
出
し
て
朱
子
に
同
一
化

し
ょ
う
と
し
た
陽
明
の
郷
原
心
の
心
を
、
激
し
く
揺
さ
ぶ
っ
た
。

羅
整
竃
の
批
判
を
受
け
た
陽
明
は
次
の
よ
う
に
答
え
る
。

其
烏
朱
子
晩
年
定
論
、
蓋
亦
不
得
巳
而
然
。
中
間
年
歳
早
晩
誠
有

所
末
考
、
稚
不
必
志
出
於
晩
年
、
固
多
出
於
晩
年
老
兵
。
然
大
意

在
委
曲
調
停
、
以
明
此
學
鳥
重
。
平
生
於
朱
子
之
説
、
如
神
明
苔

亀
、
一
旦
輿
之
背
馳
、
心
誠
有
所
未
忍
、
故
不
得
巳
而
為
此
。
…

九
五
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王
陽
明
の
生
涯
　
-
　
朱
子
か
ら
の
自
立
　
-
　
(
橋
本
)

…
蓋
不
忍
抵
梧
朱
子
者
、
其
本
心
也
。
不
得
巳
而
輿
之
抵
梧
者
、

通
園
如
是
、
不
直
別
道
不
見
也
。
執
事
所
謂
決
輿
朱
子
異
者
、
僕

敢
自
欺
其
心
哉
㍗
(
『
侍
習
録
」
中
)
.

『
朱
子
晩
年
定
論
』
　
の
編
纂
は
、
や
む
を
得
ず
そ
う
し
た
の
で
す
。

書
簡
の
年
次
考
証
に
つ
い
て
は
考
慮
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
す
べ

て
が
晩
年
の
も
の
で
は
な
く
と
も
、
勿
論
大
部
分
は
晩
年
の
も
の
で
す
。

し
か
し
、
こ
れ
を
編
纂
し
た
狙
い
は
、
自
説
と
朱
子
説
を
調
停
し
聖
人

の
学
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
す
。
い
つ
も
朱
子
の
説
を
神
明
著
亀
の

よ
う
に
思
っ
て
お
り
、
も
し
こ
れ
と
背
馳
す
る
な
ら
、
自
分
の
心
は
そ

れ
に
耐
え
ら
れ
な
い
の
で
、
や
む
を
得
ず
本
書
を
編
纂
し
た
の
で
す
。

…
…
朱
子
と
離
船
す
る
の
に
は
我
慢
で
き
な
い
の
が
本
心
で
す
。
や
む

を
得
ず
組
酷
を
き
た
す
の
は
、
道
が
も
と
も
と
そ
う
だ
か
ら
で
、
も
し

「
直
さ
な
か
っ
た
な
ら
、
道
は
現
れ
な
い
」
　
(
　
r
孟
子
」
膝
文
公
)
か

ら
で
す
。
で
す
か
ら
、
あ
な
た
が
お
っ
し
ゃ
る
朱
子
と
全
く
異
な
る
点

に
つ
い
て
、
私
は
私
の
本
心
を
欺
い
た
り
は
し
ま
せ
ん
。

こ
こ
に
は
、
「
朱
子
晩
年
定
論
」
　
に
よ
り
、
朱
子
説
と
の
同
一
化
を

九
六

図
る
こ
と
で
、
朱
子
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
解
消
し
よ
う
と
し
た
陽
明
が
、

羅
整
竃
の
批
判
を
受
け
た
今
、
事
実
と
し
て
、
自
己
と
朱
子
と
の
相
違

を
認
め
る
外
な
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
、
陽
明
の
心
の
変
化
が
記

さ
れ
て
い
る
。

夫
遺
、
天
下
之
公
道
也
。
學
、
天
下
之
公
學
也
。
非
朱
子
可
得
而

私
也
、
非
孔
子
可
得
而
私
也
、
天
下
之
公
也
、
公
言
之
而
巳
臭
。

…
…
然
別
某
今
日
之
論
、
蛙
成
典
朱
子
異
、
未
必
非
其
所
喜
也
。

…
…
某
維
不
肖
、
固
不
敢
以
小
人
之
心
事
朱
子
也
。
(
同
上
)

道
は
天
下
の
公
道
で
あ
り
、
学
は
天
下
の
公
学
で
あ
り
、
朱
子
や
孔
子

が
私
物
化
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
公
の
も
の
で
す
か
ら
、
私

も
公
の
立
場
か
ら
言
う
だ
け
で
す
。
…
…
で
す
か
ら
、
現
在
の
自
説
が
、

朱
子
の
説
と
異
な
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
必
ず
し
も
喜
び
受
け
入
れ
な

い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
…
…
私
は
不
肖
者
で
は
あ
り
ま
す
が
、
決

し
て
つ
ま
ら
な
い
人
間
の
心
で
朱
子
に
仕
え
た
り
は
し
ま
せ
ん
。

朱
子
・
朱
子
学
を
絶
対
の
根
拠
に
、
そ
れ
に
自
己
を
同
一
化
す
る
必

要
は
な
い
。
た
だ
、
す
べ
て
の
存
在
の
絶
対
的
根
拠
で
あ
る
道
に
立
っ
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て
、
自
己
の
思
索
を
深
め
世
界
観
を
築
い
て
ゆ
け
ば
よ
い
。
陽
明
は
、

自
ら
の
内
に
小
人
の
心
即
ち
郷
葱
の
心
が
あ
る
こ
と
に
気
付
き
、
そ
の

小
人
の
心
で
朱
子
に
仕
え
は
し
な
い
と
断
言
す
る
。

「
朱
子
晩
年
定
論
」
　
の
序
文
に
は
、
朱
子
に
同
一
化
し
て
自
己
の
存

在
を
兄
い
だ
し
た
喜
び
が
記
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
こ
そ
が
越
え
よ
う

と
し
て
越
え
ら
れ
な
い
朱
子
と
の
対
決
を
避
け
、
自
ら
を
朱
子
に
す
り

寄
せ
て
ゆ
く
郷
葱
の
心
だ
っ
た
。
『
朱
子
晩
年
定
論
L
は
、
朱
子
学
者

か
ら
の
批
判
と
、
朱
子
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
か
ら
自
己
を
守
る
そ
の
場
し

の
ぎ
の
隠
れ
み
の
に
外
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
隠
れ
み
の
を
、
羅
整
竃

に
は
ぎ
取
ら
れ
る
こ
と
で
陽
明
は
、
よ
う
や
く
郷
葱
の
心
即
ち
朱
子
コ

ン
プ
レ
ッ
ク
ス
に
呪
縛
さ
れ
た
自
己
に
気
付
き
、
こ
れ
を
死
に
追
い
や

る
こ
と
が
で
き
た
。
も
は
や
朱
子
に
自
己
を
同
一
化
さ
せ
る
必
要
は
な

い
。
朱
子
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
克
服
し
て
再
生
し
た
自
己
は
、
よ
う
や

く
道
を
根
拠
に
、
そ
こ
に
立
っ
て
思
想
を
構
築
し
、
真
の
自
己
を
兄
い

だ
す
だ
け
で
あ
る
。

(
五
)
　
百
死
千
難
の
体
験
-
自
立
と
し
て
の
良
知
説
-

王
陽
明
の
生
涯
-
一
束
子
か
ら
の
自
立
　
-
　
(
橋
本
)

陽
明
の
真
の
自
己
の
発
見
と
確
立
、
こ
れ
は
「
致
良
知
」
説
の
提
唱

に
よ
っ
て
斎
さ
れ
た
。

是
年
、
先
生
始
掲
致
良
知
之
教
…
(
中
略
)
…
讐
之
人
有
冒
別
姓

墳
墓
為
祖
墓
者
、
何
以
為
絆
。
只
得
開
城
、
将
子
孫
滴
血
、
眞
偽

無
可
逃
兵
。
我
此
良
知
二
字
、
賓
千
古
聖
聖
和
博
一
鮎
滴
骨
血
也
。

又
日
、
某
於
此
良
知
之
説
、
従
百
死
千
難
中
得
乗
。
不
得
巳
興
人

一
口
説
丞
只
恐
學
者
得
之
、
容
易
把
作
一
種
光
景
玩
弄
、
不
寮
落

用
功
、
負
此
知
耳
。
(
『
年
譜
』
五
十
歳
条
)

王
陽
明
は
、
こ
の
良
知
は
、
祖
先
の
お
墓
か
ど
う
か
を
子
孫
の
血
液
を

滴
ら
せ
て
弁
別
す
る
よ
う
に
、
千
古
の
昔
か
ら
、
聖
人
か
ら
聖
人
へ
と
受

け
継
が
れ
て
釆
た
、
一
滴
の
滴
骨
血
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
」
自
ら
の

百
死
千
難
の
体
験
の
中
か
ら
獲
得
し
て
き
た
、
と
言
っ
て
い
る
。

「
致
良
知
」
　
の
根
拠
を
、
自
ら
の
命
を
懸
け
て
き
た
百
死
千
難
の
体

験
に
お
い
て
い
る
が
、
そ
れ
は
「
事
上
磨
練
」
　
(
　
『
博
習
鐘
L
上
)
と

九
七
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王
陽
明
の
生
涯
　
-
　
朱
子
か
ら
の
自
立
　
-
　
(
橋
本
)

説
い
た
陽
明
が
、
生
死
を
懸
け
た
体
験
即
ち
「
事
」
　
の
な
か
で
、
自
ら

の
心
を
磨
い
て
き
た
結
果
兄
い
だ
さ
れ
た
精
華
で
あ
っ
た
。

陽
明
の
生
涯
は
、
正
し
く
死
と
隣
合
わ
せ
で
あ
っ
た
。
思
想
的
・
心

理
的
に
は
、
聖
人
に
な
ろ
う
と
し
て
朱
子
学
を
実
践
し
た
揚
げ
句
に
病

に
な
っ
た
こ
と
、
龍
場
と
い
う
言
葉
も
通
じ
な
い
世
界
に
流
さ
れ
、
病

気
に
倒
れ
た
従
者
を
看
病
し
な
が
ら
、
一
方
石
塀
の
中
で
静
座
を
続
け

た
こ
と
、
そ
し
て
、
朱
子
学
者
達
の
激
し
い
批
判
を
避
け
る
た
め
に

「
朱
子
晩
年
定
論
」
を
編
纂
し
た
こ
と
な
ど
、
陽
明
は
常
に
、
命
を
懸

け
、
自
ら
の
実
存
を
問
い
な
が
ら
生
き
抜
い
て
来
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、

政
治
・
軍
事
の
場
で
は
、
廷
杖
の
刑
を
受
け
て
、
一
時
は
息
絶
え
な
が

ら
も
蘇
生
し
た
り
「
亦
下
詔
獄
、
巳
而
廷
杖
四
十
、
既
絶
復
整
」
(
r
年

譜
」
三
十
五
歳
条
)
、
瀧
場
の
流
刑
を
終
え
政
界
に
復
帰
し
て
六
年
後
正

徳
十
一
年
、
今
の
江
西
省
・
福
建
省
を
巡
撫
す
る
こ
と
を
命
じ
ら
れ
て

か
ら
は
「
陛
都
察
院
左
余
都
御
史
、
巡
撫
南
韓
汀
章
等
虞
」
(
「
年
譜
」

四
十
五
歳
条
)
、
軍
人
政
治
家
と
し
て
、
涜
賊
や
正
徳
十
四
年
の
寧
王
哀

藻
な
ど
、
度
重
な
る
賊
の
反
乱
に
立
ち
向
か
い
な
が
ら
、
陽
明
は
生
と

九
八

死
の
僅
か
な
隙
間
を
生
き
抜
い
て
き
た
。
だ
か
ら
こ
そ
「
致
良
知
」
は
、

自
ら
の
百
死
千
難
の
体
験
即
ち
自
己
の
存
在
を
懸
け
た
実
存
体
験
の
中

か
ら
兄
い
だ
さ
れ
た
、
血
の
湊
む
よ
う
な
思
想
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

四
十
七
歳
の
陽
明
は
流
賊
と
の
命
懸
け
の
戦
い
の
さ
な
か
に
、
「
破

山
中
賊
易
、
破
心
中
賊
難
(
輿
揚
仕
徳
薛
尚
誠
)
　
(
陽
明
四
十
七
歳
)
」

と
、
賊
を
打
ち
負
か
す
の
は
容
易
だ
が
、
心
の
中
の
賊
を
打
ち
負
か
す

の
は
難
し
い
、
と
い
う
書
簡
を
送
っ
て
い
た
。
眼
前
の
戦
い
に
お
け
る

死
の
恐
怖
以
上
に
、
自
己
の
存
在
を
脅
か
す
心
の
賊
、
そ
れ
は
、
か
つ

て
朱
子
学
挫
折
体
験
に
よ
っ
て
陽
明
の
心
に
深
く
刻
み
込
ま
れ
た
、
朱

子
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
に
外
な
ら
な
い
。
陽
明
は
、
百
死
千
難
の
体
験
を

通
し
て
、
自
己
の
心
に
あ
る
朱
子
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
と
戦
っ
て
来
た
の

で
あ
る
。

従
っ
て
、
自
己
の
百
死
千
社
の
体
験
こ
そ
を
根
拠
に
　
「
致
良
知
」
説

を
提
唱
し
た
こ
と
は
、
陽
明
が
、
心
の
賊
即
ち
朱
子
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス

を
完
璧
に
克
服
し
、
朱
子
に
依
存
す
る
こ
と
な
く
、
自
ら
に
よ
っ
て
立

つ
新
た
な
自
己
を
確
立
し
た
こ
と
の
あ
ま
り
に
鮮
や
か
な
表
明
で
あ
っ
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た
。
こ
こ
に
よ
う
や
く
、
陽
明
は
朱
子
を
批
判
克
服
し
、
良
知
自
ら
が

創
造
し
た
関
係
の
場
に
お
い
て
、
真
の
自
己
の
存
在
を
実
感
で
き
る
、

と
い
う
陽
明
独
自
の
新
た
な
世
界
観
を
築
き
、
朱
子
か
ら
の
自
立
を
果

し
た
の
で
あ
る
。

(
六
)
　
終
わ
り
に

想
的
心
理
的
に
は
、
朱
子
学
か
ら
出
発
し
、
次
に
挫
折
に
よ
り
心
に
刻

み
込
ま
れ
た
朱
子
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
と
戦
い
な
が
ら
、
そ
れ
を
克
服
す

る
た
め
に
、
「
心
即
理
」
　
「
知
行
合
二
を
説
き
、
終
わ
り
に
　
「
致
良

知
」
を
提
唱
し
独
自
の
世
界
観
を
展
開
す
る
こ
と
で
完
成
す
る
。
そ
れ

は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
朱
子
学
・
朱
子
か
ら
の
自
立
を
果
す
た
め
に

自
己
の
存
在
と
命
を
懸
け
た
壮
絶
な
る
生
涯
で
あ
っ
た
。

以
上
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、
王
陽
明
の
百
死
千
難
の
体
験
は
、
常
に

朱
子
・
朱
子
学
と
関
連
し
、
そ
れ
に
対
す
る
挫
折
と
克
服
即
ち
死
と
再

生
を
繰
り
返
す
心
の
変
容
の
物
語
り
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
聖
人
に
な

る
こ
と
を
目
指
し
た
陽
明
が
、
朱
子
・
朱
子
学
に
蹟
き
な
が
ら
も
、
自

己
の
存
在
を
実
感
し
よ
う
と
命
を
懸
け
た
、
実
存
体
験
の
繰
り
返
し
に

外
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
陽
明
は
、
朱
子
・
朱
子
学
を
批
判
克
服
し

て
、
独
自
の
新
し
い
世
界
観
を
形
成
し
、
ま
た
、
聖
人
に
「
な
る
」
の

②

で
は
な
く
、
人
は
皆
聖
人
で
あ
る
、
と
い
う
画
期
的
な
聖
人
観
を
樹
立

す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
王
陽
明
の
生
涯
は
、
ま
ず
思

王
陽
明
の
生
涯
　
-
　
朱
子
か
ら
の
自
廿
「
-
-
(
橋
本
)

注①
　
「
心
即
理
」
　
「
心
外
無
物
」
　
「
無
即
事
」
　
(
r
博
習
録
山
上
)
と
説
い

た
陽
明
は
、
理
そ
の
も
の
で
あ
る
心
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
た
事
即
ち
関

係
の
場
に
お
い
て
、
自
己
も
物
も
共
に
存
在
を
顕
示
す
る
、
と
い
う
新

た
な
事
的
世
界
観
を
構
築
し
た
。

②
　
「
満
街
入
部
是
聖
人
」
　
(
　
r
博
習
録
』
)
。
王
汝
止
等
の
語
。

(
広
島
大
学
教
育
学
部
非
常
勤
講
師
)
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"Bentr (*f£)" of "Xrn (<D)" = "Daoxrn(it'll')"

II; "Caocun (8#)" = "Daoxfn 6!M1>)", "Shewang (#£)" = "Renxm (A-D)"

III; "Xfn ('t>)" controlled by "Xfng (f4)" = "Daoxrn (jfi'tO"

"Xfn ('l»" controlled dy "Qi (tl)" = "Renxm (A'll>)"

IV; "Xm (<l»" s "Zhfjue {"m%)" controlled by "Xingming (f4^p)"

="DaoxFn (jM'D)"

"Xm ('!!>)'" s "Zhrjue {$&%)" controlled by "Xfngqf (M%)n

="Renxm (A't1)"

The interpretation in the \1 group was Zhu Xf(-fcMYs conclusion.

Historical outline of Xiang Shan Jmg She (JfeUjfI#)

S. Shojiguchi

Southern Song (f§5£) is the epoch of ShuYuan (UK).

This present work has an aim at concidering role of ShuYuan(j5P5c)in the

domain of Southern Song' thought, the history of Xiang Shan Jmg She(^.tilfM#)

nded by Lu Xiang- Shan (M^LU)

Wang Yangming(£BlB.E)-s life

-Independence of Wang yangming (ZEPIH/]) from Zhu xi ($kH) -

Keiji Hashimoto

Wang Yangming (zEMaB/]) wanted to become a Shengren (HA) by the method

of Zhu xi ffiM)~s Gewu (fSW. But he was frustrated in his ambition tobe-

come a Shengren (HA). His frustration had constantly influenced his life so

much so that he developed a Zhu xi (t)cM) Complex.

And when Wang Yangming (iEP§0^) got the doctrine of "Zhi liangzhi(i$C.6£[])",

he said, this doctrine had been derived from his own existential experience.

After all, "Zhuxi (7fcS£)" and "Existential experience" are essential for him in

making his own thought.

Wang yangming OTJoTOhas critically examined zhuxi (TfcJD's thought, and he

realized he must create his own cosmology, through all of his life. So I think

it was life which Wang yangming (3;PJ|Bf]) wanted to establish by himself inde-
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pendent that of Zhuxi ($iM)-

Why did Ku Hsien-ch' eng (ii^j£) have to blame the

principle of Wu-shan Wu-o ($E|§2S3g) ?

Hisaaki Tsurunari

The principle of Wu-shan Wu-o (MWMMM) originally meant that mind-in-

itself is beyond the ready-made concept 'good' and 'evil', when Wang Shou-jen

OESJO represented this. But after his death, a number of thinkers misinter-

preted that and slighted traditional criterions of Confucian ethics under the

pretense of being free from good and evil.

Therefore Ku Hsien-ch' eng (SsiSfiK) seriously had sense of crisis to their

such attitudes, so he determined to make an effort to point out their fault and

to make it clear that the expression of Wu-shan Wu-o (Mtt-MJS) represented

by Wang Shou-jen (iESJO had tendency to drive a person to self-willed behav-

A Study of Wang Fu-chih (i5fe£)'s
Chou-i-nei-ch" uan-fa-li (HUrtfE^HJiJ)

Kenshu Yoshida

Chou-i-nei-ch' uan-fa-li (ISIIjF^fElSf?!!) was written to show his own bas-

ic attitude toward Chou-i (loll?) by Wang-Fu-chih. This article deals chief-

ly with the structure of Chou~i.

-199-

tosho-seibi-repo
長方形




